
（北海道）

市 政 ル ポ 恵
え に わ

庭市

わ
た
し
の
ま
ち
は
花
の
香
り
満
ち
る
ま
ち

住
み
続
け
た
い
ま
ち
の
要
は
市
民
が
主
役

時
空
を
超
え
た
開
拓
魂
の
系
譜

　

北
海
道
の
空
の
玄
関
口
・
新
千
歳
空
港
と
、
道
都
・

札
幌
市
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
恵
庭
市
の
市
街
地

は
、
札
幌
に
近
い
側
か
ら
、
島
松
駅
・
恵
み
野
駅
・

恵
庭
駅
と
並
ぶ
Ｊ
Ｒ
千
歳
線
の
３
駅
を
中
心
に
、
そ

れ
ぞ
れ
半
径
約
１
㎞
に
わ
た
っ
て
開
け
て
い
る
。
３

つ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
が
、
沿
線
に
並
び
、
連

携
し
て
い
る
の
だ
。

　

平
成
27
年
11
月
に
市
制
45
周
年
を
迎
え
た
恵
庭
市

の
、
近
代
以
降
の
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
旧
恵

庭
村
（
旧
島
松
村
＝
現
・
島
松
駅
周
辺
地
区
と
、
旧

漁い
ざ
り

村
＝
現
・
恵
庭
駅
周
辺
地
区
が
明
治
39
年
に
合

併
し
て
成
立
）
に
、
Ｊ
Ｒ
千
歳
線
の
前
身
と
な
る
私

鉄
・
北
海
道
鉄
道
が
開
通
し
た
大
正
15
年
、
恵
庭
駅

と
島
松
駅
が
同
時
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
一
つ
の
契

機
と
な
っ
て
い
る
。

　

旧
村
時
代
の
町
割
り
は
そ
れ
以
後
、
島
松
市
街
は

鉄
道
駅
を
中
心
に
広
が
り
、
恵
庭
市
街
は
、「
旧
・

旧
国
道
」「
旧
国
道
」
36
号
線
と
い
う
道
路
を
中
心
と

し
て
広
が
っ
た
。
恵
庭
・
島
松
両
駅
の
中
間
に
位
置

す
る
、
現
・
恵
み
野
駅
周
辺
地
区
は
、
も
と
も
と
旧

島
松
村
の
南
部
地
域
（
旧
南
島
松
地
区
）
に
当
た
り
、

広
大
な
農
業
地
帯
だ
っ
た
。

　

旧
南
島
松
地
区
に
恵
み
野
駅
が
新
設
さ
れ
る
の
は

昭
和
57
年
だ
。
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
市
制
施
行（
昭

和
45
年
）
か
ら
３
年
後
の
昭
和
48
年
に
策
定
さ
れ
た

「
恵
庭
市
総
合
開
発
計
画
基
本
構
想
」で
、
こ
の
地
区

に
大
規
模
住
宅
団
地
建
設
計
画
の
方
針
が
示
さ
れ
た

こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
54
年
、
道
内
初
の
第
三

セ
ク
タ
ー
方
式
（
事
業
主
体
は
恵
庭
市
・
恵
庭
市
振

興
公
社
・
民
間
企
業
で
設
立
し
た
恵
庭
新
都
市
開
発

公
社
）
に
よ
る
大
規
模
住
宅
団
地
の
開
発
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
昭
和
57
年
に
恵
み
野
駅
が
、
請

願
駅
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

　

恵
庭
市
総
合
開
発
計
画
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
た

昭
和
48
年
は
、
ア
ジ
ア
初
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

札
幌
大
会（
昭
和
47
年
）の
翌
年
に
当
た
る
。
札
幌
市

は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
さ
ら
な
る
大
都

市
圏
の
形
成
へ
と

拍
車
を
掛
け
て
い

く
。
隣
接
す
る
恵
庭

市
の
大
規
模
住
宅
団
地

建
設
計
画
の
決
定
は
、
札
幌

市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
今
後
大
き
く
飛
躍

す
る
と
の
予
測
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
ま
さ
に

「
時
代
の
要
請
」が
生
ん
だ
事
業
計
画
だ
っ
た
。

　

そ
れ
は
同
時
に
、
合
併
後
も
独
自
の
地
域
性
を

保
持
す
る
傾
向
の
強
か
っ
た
旧
島
松
村
地
区
、
旧

漁
村
地
区
の
一
体
化
を
図
る
効
果
を
見
込
ん
だ
も

の
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
当
時
を
回
想
す
る
文
献

に
は
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
背
景
の
一
つ
に
は
、
明
治
時
代
に
恵
庭
に
入
植

し
、
大
変
な
ご
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
開
拓
し
て
く

原
はらだ

田　裕
ゆたか

恵庭市長

JANUARY 2017 市政 50



だ
さ
っ
た
先
人
た
ち
の
出
身
地
が
、
多
岐
に
渡
っ

て
い
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
」

　

そ
う
語
る
原
田
裕
・
恵
庭
市
長
は
、
昭
和
51
年
に

恵
庭
市
役
所
の
職
員
と
な
り
、
家
業
継
承
の
た
め
退

職（
昭
和
61
年
）す
る
ま
で
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン（
恵
み

野
地
区
）の
基
盤
が
一
か
ら
作
ら
れ
て
い
く
過
程
を
、

内
側
か
ら
つ
ぶ
さ
に
見
る
機
会
を
持
ち
続
け
た
。
平

成
７
年
か
ら
は
北
海
道
議
と
し
て
、
平
成
21
年
に
市

長
就
任
す
る
ま
で
の
約
14
年
間
、
今
度
は
一
市
民
と

し
て
の
主
観
的
視
点
と
道
議
と
し
て
の
客
観
的
視
点

を
交
え
つ
つ
、
島
松
駅
周
辺
地
区
・
恵
み
野
駅
周
辺

地
区
・
恵
庭
駅
周
辺
地
区
と
い
う
新
旧
３
つ
の
市
街

地
が
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
発
展
し
て
い

く
過
程
を
体
感
し
て
き
た
。

　

恵
庭
市
内
に
は
２
つ
の
開
拓
記
念
碑
が
あ
る
。

山
口
県
出
身
の
人
に
よ
る
開
拓
団
（
明
治
19
年
）
を

顕
彰
す
る
記
念
碑
、
富
山
県
出
身
の
人
々
に
よ
る

開
拓
団
（
明
治
26
年
入
植
）
を
顕
彰
す
る
記
念
碑
で

あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
石
川
県
や
福
井
県
な
ど
か

ら
の
移
住
者
も
多
い
。
ま
た
恵
庭
市
は
、
寒
冷
地

に
は
不
向
き
と
さ
れ
た
米
作
り
の
道
内
発
祥
の
地

の
一
つ
と
も
さ
れ
る
が
、
寒
冷
地
（
島
松
川
右
岸
地

域
）
で
の
困
難
な
米
作
り
を
、
明
治
初
期
に
け
ん
引

し
た
の
は
、
河
内
国
（
現
・
大
阪
府
）
出
身
の
中
山

久
蔵
と
い
う
人
だ
っ
た
。

　

原
田
市
長
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
恵
庭
市
は
さ

ま
ざ
ま
な
土
地
か
ら
来
訪
し
た
進
取
の
気
性
あ
ふ
れ

る
人
々
に
よ
る
、
時
空
を
超
え
た
連
携
で
、
文
字
通

り
原
野
か
ら
開
拓
さ
れ
て
き
た
の
だ
。
先
人
た
ち
が

築
い
て
き
た
、
そ
の
流
れ
は
、
市
制
施
行
時
に
約

３
万
５
０
０
０
人
だ
っ
た
人
口
が
、
ほ
ぼ
倍
増
の

６
万
９
０
０
０
人
台
を
維
持
す
る
現
在
に
至
っ
て

も
、
形
を
変
え
、
続
い
て
い
る
と
い
え
る
。

市
民
協
働
で
乗
り
切
る
人
口
減
少
化
時
代

　

恵
庭
市
が
現
在
進
め
つ
つ
あ
る
、「
人
口
減
少
化

時
代
の
到
来
と
い
う
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
な

く
、
む
し
ろ
人
口
減
少
化
時
代
に
特
化
し
た
知
恵
と

努
力
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
住
み
や
す
い
ま
ち
、
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
を
構
築
し
て
い
く

試
み
」（
原
田
市
長
）
に
、
系
譜
は
受
け
継
が
れ
て
い

る
の
だ
。
次
に
ご
紹
介
す
る
よ
う
に
、
そ
の
担
い
手
、

市民の庭を公開するオープンガーデン

富山県の開拓者を顕彰する開拓碑（恵庭開拓記念公園）

鮭も遡上する恵庭市内の代表的河川・漁川（いざりがわ）
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つ
ま
り
現
代
の
開
拓
者
魂
を
継
承
す
る
の
は
、
地
域

を
心
か
ら
愛
し
、
恵
庭
を
わ
が
終
の
棲
家
と
思
い
定

め
、
強
い
協
働
精
神
で
近
年
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極

的
に
関
与
し
て
き
た
、
ま
た
こ
れ
か
ら
関
与
し
よ
う

と
し
て
い
る
一
般
市
民
の
人
々
で
あ
る
。

　

恵
庭
市
民
の
地
域
愛
の
強
さ
は
、
平
成
27
年
３
月

公
表
の
市
民
意
識
調
査（
実
施
は
平
成
26
年
末
）で
も

明
ら
か
だ
。
恵
庭
市
が
「
住
み
や
す
い
」「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」
と
答
え
た
人
は
95
％
。
こ

れ
か
ら
も
恵
庭
市
に
「
住
み
続
け
た
い
」「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
住
み
続
け
た
い
」
と
す
る
人
は
90
％
に
達

し
て
い
る
。
ま
た
恵
庭
市
に「
住
み
続
け
た
い
」と
回

答
し
た
人
々
の
最
も
多
い
理
由
は「
地
域
へ
の
愛
着
」

（
63
％
）
だ
っ
た
。
次
い
で
「
札
幌
市
や
空
港
に
近
い

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
」（
61
％
）、「
自
然
環
境
の
良
さ
」

（
47
％
）が
続
い
た
。

　

恵
庭
市
は
「
花

の
ま
ち
」「
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
ま
ち
」

と
し
て
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。「
第
12

回
花
の
観
光
地
づ

く
り
大
賞
」（
平
成

22
年
）、「
第
26
回

緑
の
環
境
デ
ザ
イ

ン
賞
で
最
高
賞
の

国
土
交
通
大
臣

賞
」（
平
成
27
年
）

の
受
賞
な
ど
、
花

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

に
関
す
る
受
賞
歴
も
多
い
。
も
と
も
と
花か

き卉
類
の

産
地
と
し
て
定
評
の
あ
っ
た
恵
庭
市
で
、
市
民
が

主
役
の
「
花
い
っ
ぱ
い
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
へ

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
30
年
代
半
ば

の
こ
と
だ
。

　

一
方
、
恵
み
野
地
区
に
入
居
し
た
人
の
中
に
も

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
愛
好
者
が
現
れ
、
そ
の
輪
が
住
宅
街

か
ら
商
店
街
、
さ
ら
に
恵
庭
駅
周
辺
地
区
や
島
松
駅

周
辺
地
区
へ
と
波
及
し
て
い
っ
た
。
そ
の
効
果
は
や

が
て
観
光
振
興
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
地
場
産
業

（
花
卉
栽
培
）に
も
刺
激
を
与
え
、
そ
の
振
興
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
。

　

恵
庭
市
の「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」は
、
自
分
た
ち
の

終
の
棲
家
を
求
め
て
恵
庭
市
に
引
っ
越
し
て
き
た

人
々
の
地
域
愛
の
醸
成
、
観
光
や
地
場
産
業
の
振
興

と
と
も
に
、
３
駅
を
中
心
に
展
開
す
る
市
街
地
の
一

体
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　
「『
花
の
ま
ち
恵
庭
』
の
好
感
度
の
高
さ
は
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
含
む『
恵
庭
市
総
合
戦
略
』、
さ
ら
に
そ

れ
を
包
含
す
る
現
行
の
総
合
計
画
（
第
５
期
、
平
成

28
年
度
〜
）
の
最
重
点
課
題
で
あ
る
、
人
口
減
少
化

抑
制
、
移
住
・
定
住
化
促
進
の
要
と
も
な
っ
て
い
ま

す
」（
原
田
市
長
）

　

花
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
体
験
は
市
民
の
協
働
意

欲
の
向
上
に
も
、
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
恵
庭
市
で
は
こ
の「
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
ベ
ー
ス
を
、
よ
り
本
格
的
な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
機
運
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
平
成
25
年
10
月
に
「
恵

庭
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」を
公
布
し
た
。

　

ま
た
、
翌
平
成
26
年
か
ら
は
、
市
民
協
働
の
芽
を

深
化
さ
せ
る
べ
く
、
年
間
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し

市
長
や
職
員
が
各
地
区
（
８
地
区
）
に
出
向
い
て
、

まさにガーデンシティ（恵み野地区・商店街）

花のある暮らしの普及が目的の「花と暮らし展」（毎年6月）。恵庭に特化し
た商品を揃えた「えにわマルシェ」も併催

JANUARY 2017 市政 52



恵庭市　市 政 ル ポ

（北海道）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
市
民
と
一
緒
に
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
意
見
交
換
・
懇
談
を
す
る
「
市

民
の
広
場
」を
開
始
し
て
い
る
。

目
標
は
新
時
代
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成

　

例
え
ば
平
成
27
年
度
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
生
活
都

市
」
の
形
成
に
不
可
欠
な
「
エ
コ
バ
ス
」（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
）
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
そ
し
て
平
成
28
年

度
の
テ
ー
マ
は
、
北
国
・
恵
庭
市
な
ら
で
は
の
「
除

排
雪
」で
あ
る
。

　
「
恵
庭
市
は
北
海
道
で
は
比
較
的
雪
の
少
な
い
地

域
で
す
が
、
そ
れ
で
も
毎
冬
４
億
円
ぐ
ら
い
の
予

算
を
使
っ
て
除
排
雪
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
こ
の

除
排
雪
を
テ
ー
マ
と
す
る
市
民
の
広
場
で
は
、
担

当
職
員
や
除
排
雪
業
者
の
方
た
ち
と
と
も
に
出
向

い
て
、
恵
庭
市
の
除
排
雪
の
仕
組
み
や
今
後
の
課

題
な
ど
を
地
域
の
方
た
ち
に
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お

話
し
し
、
よ
り
無
駄
の
な
い
、
合
理
的
な
除
排
雪

を
実
現
す
る
べ
く
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」（
原
田
市
長
）

　

そ
こ
で
市
民
の
広
場
（
各
地
区
で
７
月
開
催
）
で

は
、
ま
ず
除
排
雪
の
仕
組
み
を
地
域
ご
と
に
理
解
し

て
も
ら
い
、
住
民
も
自
分
で
で
き
る
除
排
雪
は
す

る
、
雪
だ
し
の
マ
ナ
ー
を
守
る
な
ど
、
除
排
雪
を「
わ

が
事
」と
し
て
考
え
て
も
ら
う
意
識
づ
け
を
行
っ
た
。

そ
の
上
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
当
日
行
い
、
各
地
区

内
の
具
体
的
な
除
排
雪
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し

た
。
そ
の
結
果
を
基
に
、
各
地
区
の
除
排
雪
の
課
題

が
一
目
で
分
か
る
対
策
マ
ッ
プ
（
積
雪
の
度
合
い
、

除
排
雪
車
の
必
要
度
、
冬
の
道
路
事
情
な
ど
、
地
区

ご
と
に
違
う
除
排
雪
の
課
題
や
留
意
事
項
な
ど
を
網

羅
）を
後
日
作
成
し
、
各
地
区
に
配
布
し
た
。

　

恵
庭
市
で
は
さ
ら
に
平
成
28
年
４
月
か
ら
、
地
域

（
主
に
町
内
会
）と
行
政
を
つ
な
ぎ
、
地
域
課
題
を
官

民
で
共
有
す
る
と
同
時
に
、
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
地
域
活
動
に
参
加
・
支
援
す
る
「
地
域
担
当
職

員
」を
制
度
化
す
る
な
ど
、
市
民
協
働
体
制
の
強
化
、

深
化
を
着
々
と
進
め
て
い
る
。

　

同
様
に
現
在
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、

人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
総
合
戦
略
）を
踏
ま
え
た
、
新
た
な

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
だ
。
前
述
の
よ
う
に
恵

庭
市
は
３
つ
の
駅
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
半
径
約
１

㎞
の
市
街
地
が
３
つ
並
ぶ
、
い
わ
ば
３
つ
の
核
が
連

繋
す
る
独
特
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
を
形
成
し

て
き
た
。
そ
し
て
昭
和
50
年
代
半
ば
に
開
発
が
始

ま
っ
た
恵
み
野
駅
周
辺
の
地
域
は
、
結
果
的
に
市
内

で
は
い
ち
早
く
都
市
化
の
推
進
さ
れ
た
地
域
と
な
っ

た
。
恵
み
野
駅
周
辺
地
域
に
は
そ
の
後
も
宅
地
造
成

が
続
き
、
新
た
な
働
き
盛
り
の
住
民
も
移
り
住
ん
で

き
て
い
る
が
、
初
期
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
に
高

齢
化
も
同
時
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

恵庭の冬に除排雪車は不可欠

「道と川の駅・花ロードえにわ」の敷地内にある恵庭農産物直売所「かのな」
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自
衛
隊
の
隊
員
家
族
や
、
市
内
に
数
多
く
立
地

す
る
専
門
学
校
お
よ
び
大
学
の
学
生
な
ど
も
含
め

る
と
、
恵
庭
市
の
高
齢
化
率
は
全
国
平
均
よ
り
下

回
る
。
し
か
し
、
全
体
的
な
高
齢
化
率
お
よ
び
人

口
減
少
化
は
、
働
き
盛
り
の
多
い
恵
庭
市
で
も
出

生
率
の
伸
び
悩
み
と
併
せ
て
、
や
は
り
少
し
ず
つ

進
ん
で
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
恵
み
野
駅
周
辺
地
区
で
は
開
発
が

遅
れ
て
い
た
西
口
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進

捗
。
分
譲
住
宅
団
地
や
郊
外
型
複
合
商
業
施
設
の
立

地
が
進
む
な
ど
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
創
造
さ
れ
つ

つ
あ
る（
恵
み
野
美
里
地
区
）。
ま
た
恵
庭
駅
周
辺
地

区
で
は
、
恵
庭
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
「
ま
ち

の
顔
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
駅
前
広
場
、
再
開
発
ビ

ル
、
公
共
駐
輪
場
、
幹
線
道
路
な
ど
の
整
備
が
着
々

と
進
ん
で
い
る
。
す
べ
て
の
事
業
が
完
成
す
る
の
は

平
成
32
年
度
の
予
定
だ
が
、
駅
の
東
西
を
結
ぶ
自
由

通
路（
空
中
歩
廊
）は
既
に
完
成
し
て
お
り
、
や
は
り

新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
創
造
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
恵
庭
駅
周
辺
の
整
備
事
業
で
ひ
と
き
わ
注
目

さ
れ
る
の
は
、
恵
庭
駅
と
自
由
通
路（
空
中
歩
廊
）で

結
ば
れ
た
６
階
建
て
再
開
発
ビ
ル
へ
の
入
居
者
の
構

成
だ
。
商
業
施
設
、
駐
車
場
、
公
共
駐
輪
場
、
保
育

園
、
医
療
モ
ー
ル
、
行
政
関
連
ス
ペ
ー
ス
と
と
も
に

有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
４
〜
６
階
を
占
め
て
い
る
。

　
「
こ
れ
は
恵
庭
市
が
目
指
す
新
た
な
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
化
を
象
徴
す
る
施
設
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

高
齢
化
し
、
独
居
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
市
民
の
方
た

ち
に
は
、
駅
に
つ
な
が
り
、
医
療
モ
ー
ル
も
あ
る
便

利
な
建
物
の
上
階
に
暮
ら
し
て
い
た
た
だ
き
（
住
宅

の
住
み
替
え
）、
同
じ
建
物
の
一
階
に
は
、
恵
庭
市

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
さ
ん
た
ち
の
保
育
施
設
も
あ

る
の
で
す
」（
原
田
市
長
）

　

今
後
は
保
育
園
と
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
の
交
流
な

ど
、
多
世
代
交
流
の
新
た
な
形
が
、
こ
こ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

恵
庭
市
が
目
指
す
究
極
の
将
来
都
市
像

　

多
世
代
交
流
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
回
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
施
設
の
中
で
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た

の
が
、
平
成
28
年
９
月
に
開
館
し
た
ば
か
り
の
生
涯

学
習
施
設「
か
し
わ
の
も
り
」（
恵
庭
市
大
町
）と
、
平

成
24
年
に
開
館
し
た
「
黄
金
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

（
恵
庭
市
黄
金
南
）だ
。
ど
ち
ら
の
施
設
も
、
老
若
男

女
が
集
い
、
趣
味
や
学
習
を
実
践
す
る
場
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
子
育
て
支
援
機
能
や
児
童
館
機
能
、
図

書
館
機
能
な
ど
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
設
計
は
い
ず

れ
も
北
海
道
大
学「
都
市
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
」

だ
が
、
従
来
の
類
似
施
設
の
よ
う
な
固
定
壁
に
よ
る

隔
た
り
が
極
力
抑
え
ら
れ
、
用
途
に
よ
っ
て
自
由
に

多岐に渡る恵庭市の子育て支援事業（ブックスタートのフォロー企
画・中央図書館）

多世代が集う生涯学習施設「かしわのもり」（体育館も付属）

空中歩廊で恵庭駅と直結し、有料老人ホームも入居する駅前再開発
ビル
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使
え
る
、
ゆ
る
や
か
な
空
間
構
成
が
素
晴
ら
し
い
。

特
に
回
廊
が
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
形
の
「
か
し

わ
の
も
り
」
で
は
、
長
さ
１
０
０
ｍ
に
も
な
る
と
い

う
図
書
の
回
廊
が
目
を
引
く
。
ま
た
訪
問
し
た
の
が

平
日
の
早
い
午
後
だ
っ
た
た
め
、
比
較
的
空
い
て
は

い
た
が
、
数
組
の
若
い
母
子
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
風

情
で
静
か
に
過
ご
し
て
い
る
様
子
が
と
て
も
印
象
的

だ
っ
た
。
職
員
さ
ん
の
話
で
は
、
放
課
後
や
週
末
と

も
な
る
と
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
多
世
代
が
一

緒
に
、
楽
し
く
、
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
。

　

同
様
の
印
象
を
持
っ
た
の
が
図
書
館
本
館
と
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
図
書

館
分
館
だ
。
恵
庭
市
は
「
本
の
ま
ち
」
と
し
て
も
知

ら
れ
る
が
、
図
書
館
と
と
も
に
市
街
地
の
お
店
や

カ
フ
ェ
な
ど
の
片
隅
に
も
閲
覧
自
由
な
図
書
が
置

か
れ
る
な
ど
、
市
民
の
図
書
に
対
す
る
愛
着
と
親

し
み
は
深
い
。

　
「
そ
う
し
た
場
は
市
街
地
に
立
地
す
る
約
50
の
各

種
店
舗
や
オ
フ
ィ
ス
、
お
寺
、
保
育
園
な
ど
に
も
あ

り
、
恵
庭
市
で
は
そ
れ
ら
の
場
を
連
携
し
た
『
恵
庭

ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
」（
原
田

市
長
）

　

恵
庭
市
で
は
こ
の
よ
う
に
、
多
世
代
の
市
民
が
自

由
に
い
ら
れ
る
公
共
の
場
が
ま
ち
の
そ
こ
こ
こ
に
あ

り
、
目
的
が
な
く
行
き
場
の
な
い
人
に
も
、
行
き
場

を
さ
り
げ
な
く
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
本
を
入
口
に

し
て
多
種
多
様
な
民
間
の
場
も
、
訪
れ
る
老
若
男
女

に
、
静
か
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
。

　

前
出「
恵
庭
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」（
前
文
）に

は
、
恵
庭
市
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
、

次
の
よ
う
に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
【
澄
ん
だ
空
気
・
き
れ
い
な
水
・
美
し
い
緑
・
広

が
る
田
園
風
景
・

豊
か
な
食
資
源
、

そ
し
て
交
通
の
利

便
性
、
き
め
細
か

な
子
育
て
支
援
・

行
き
届
い
た
読
書

環
境
・
活
発
な
文

化
ス
ポ
ー
ツ
活
動

な
ど
「
恵
ま
れ
た

庭
」
の
住
み
良
い

環
境
の
中
で
「
ふ

る
さ
と
に
誇
り
を

持
つ
子
ど
も
た
ち

を
健
や
か
に
育
て

た
い
」「
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」「
仲

間
が
い
て
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
し
た
い
」
と

願
っ
て
い
ま
す
。
／
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
と
市
民

が
つ
な
が
り
、
市
民
と
行
政
が
つ
な
が
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
理
解
し
て
、
市
民

の
手
で
花
の
ま
ち
を
創
っ
た
よ
う
に
、
自
分
の
で
き

る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
む
活
動
を
続
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
】

　

明
治
初
期
か
ら
先
人
た
ち
に
開
拓
（
創
生
）
さ
れ
、

現
代
に
引
き
継
が
れ
て
き
た「
わ
が
ま
ち
」の
基
盤
と

将
来
像
が
こ
こ
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の

開
拓（
地
域
創
生
）者
た
る
市
民
の
手
で
創
っ
た「
花

の
ま
ち
」「
本
の
ま
ち
」
な
ど
の
像
に
、
近
い
将
来
ど

の
よ
う
に
新
た
な
「
顔
」
が
付
け
加
え
ら
れ
る
の
か
、

楽
し
み
だ
。

（
取
材
・
文 

遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
28
年
11
月
18
日
）

本のまち恵庭の中心施設・中央図書館

縄文時代後期の貴重な出土品が出たカリンバ遺跡（国指定史跡、出土品は
恵庭市郷土資料館で展示中）
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